
第 15 回理事会 
 
11 月 1 日 午後 5 時～6 時 45 分 
小田会長、吉本副会長、河村専務理事、弘山・萬・田中・山縣・林各常任理事、

武藤・沖中・加藤・藤本・香田・今村・中村・清水各理事、山本・武内・藤野

各監事 
 
 
協議事項 
１ 第 6 次山口県保健医療計画に係る医師会の重点要望について 
 重点要望項目について協議した。 
 
２ 日本医師会「地域医療支援病院制度についての都道府県医師会アンケート

調査」 について 
 地域医療支援病院がどのように地域医療に貢献しているか、日本医師会が把

握するため調査を実施。地域医療支援病院がある関係市医師会に地域の実情・

意見についてアンケート調査を実施し、意見を伺った。調査結果をもとに、本

会の意見について協議した。 
 
３ JMAT やまぐち（仮称）検討プロジェクトチームについて 
 災害時医療救護において、“JMAT やまぐち（仮称）”の体制や派遣要綱等を

検討するため、県医師会内にプロジェクトチームを設置する。構成メンバーの

確認や第 1 回会議の開催時期など今後調整していくことになった。 
 
４ 理事会資料のペーパーレス化について 
 IT 化の環境整備について問題点等を協議した。 
 
５ 自民党山口県連環境福祉部会との懇談会について 
 11 月 19 日(月)開催予定、要望項目、会の運営について協議した。 
 
６ 木下敬介前会長の叙勲受章祝賀会について 
 小田会長他 3 名の発起人より、12 月 9 日に祝賀会を開催することに決定。 
 
７ 顧問会議について 
 11 月 29 日(木)に開催予定、会の運営について協議した。 
 



報告事項 
１ 郡市医師会特定健診・特定保健指導担当理事及び関係者合同会議（10 月 18
日） 
 各保険者から平成 23 年度の実施結果及び 24 年度の取り組み状況の報告があ

った。また、25 年度の入力票、標準単価案について協議した。（山縣） 
 
２ 山口県献血推進協議会表彰式（10 月 18 日） 
 薬事功労者山口県知事表彰 5 名、献血運動推進協力者表彰 22 団体（厚生労働

大臣表彰状 2、厚生労働大臣感謝状 6、山口県知事感謝状 6、山口県献血推進協

議会長感謝状 8）の表彰式が行われ、山口県献血推進協議会長として感謝状を授

与した。（小田） 
 
３ 山口県母子保健対策協議会不妊相談専門委員会（10 月 18 日） 
 不妊専門相談センターにおける相談実績、健康福祉センターにおける不妊専

門相談実績や不妊治療費助成事業について協議した。（藤野） 
 
４ 第 9 回指導医のための教育ワークショップ 
（10 月 20・21 日） 
 5 名のタスクフォースにより、一泊二日の合宿方式で開催した。参加者は 18
名であった。 
（河村、清水） 
 
５ 第 66 回長北医学会（10 月 21 日） 
 会員による一般講演 21題、山口大学医学部の水谷 誠助教による特別講演「小

児科のプライマリケアについて」が行われ、式典で祝辞を述べた。（小田） 
 
６ 第 69 回全国保健所長会総会（10 月 23 日） 
 日本公衆衛生学会総会開催に伴い、毎年学会引受地で開催されるものであり、

祝辞を述べた。（小田） 
 
７ 第１回山口県地域医療連携あり方検討会議 
（10 月 23 日） 
 地域医療再生計画・基金事業の概要、地域医療連携のあり方、進め方につい

て協議した。（弘山） 
 
８ 第 71 回日本公衆衛生学会総会（10 月 24 日） 



 山口市を中心に約 3,000人の規模で開催され、開会式で祝辞を述べた。（小田） 
 
９ 中国地方社会保険医療協議会山口部会 
（10 月 24 日） 
 医科では新規１件が承認された。（小田） 
 
10 日医地域医療対策委員会（10 月 24 日） 
 テーマ「都市部における在宅医療の取り組みについて」の講演があり、質疑

応答が行われた。諮問は、「地域医師会を中心とした在宅医療の推進について～

特に、病診連携の観点から～」。（弘山） 
 
11 勤務医のための主治医意見書の書き方講習会（10 月 25 日） 
 済生会山口総合病院において、意見書の書き方講習及び質疑応答を行った。

受講者 20 名。（中村）  
12 郡市医師会産業保健担当理事協議会 
（10 月 25 日） 
 地域産業保健センター事業の活動状況、産業医研修会の開催状況について説

明後、協議した。（山縣） 
 
13 柳井医師会・熊毛郡医師会との懇談会 
（10 月 25 日） 
 次期保健医療計画、24 年度保険指導、診療報酬の改定と問題点、医師会役員

の直接選挙、指導・監査における医師会のコミットのあり方等について協議し

た。（河村） 
 
14 第 2 回やまぐちスポーツ交流・元気県づくり推進会議（10 月 25 日） 
 岡田副知事の挨拶後、県民運動の推進方策、県民運動のスローガン選定、山

口県スポーツ推進計画(骨子案)について審議した。（事務局長） 
 
15 福島県医師会との懇談会（10 月 27 日） 
 両県の代議員により、各県の情勢について情報交換を行った。（河村） 
 
16 第 4 回山口県糖尿病療養指導士講習会 
（10 月 28 日） 
 第 4 回の講習会後、修了認定試験を実施。受験者 166 名。谷澤教授出席のも

と修了式が行われた。（田中） 



 
17 中国四国医師会連合連絡会（10 月 28 日） 
 中四国ブロック選出の日医役員より中央情勢報告後、日医代議員会議事運営

委員会の報告及び中四国ブロックの来年度の日程等の報告があった。（河村） 
 
18 第 127 回日本医師会臨時代議員会・第 71 回日本医師会臨時総会（10 月 28
日） 
 横倉会長の挨拶、羽生田副会長の会務報告後、第 1 号議案平成 23 年度日本医

師会決算の件、第 2 号議案公益社団法人への移行認定申請及びそれに伴う定款・

諸規程変更の件について審議を行った。財務委員会において、第 1 号議案が原

案どおり承認の報告がされ、2 議案とも可決決定された。その後代表質問 8 件、

個人質問 16 件があり、それぞれ担当役員から答弁があった。山口県からは、弘

山代議員が中四国ブロック代表の個人質問として「医療における軽減税率ゼ

ロ％を獲得するための国民運動の提唱」を行った。臨時総会は、横倉会長より(1)
庶務及び会計の概況に関する事項、(2)事業の概況に関する事項、(3)代議員会に

おいて議決した主要な決議に関する事項について報告があり、第 1 号議案の公

益社団法人への移行認定申請及びそれに伴う定款・諸規程変更の件は、原案ど

おり承認された。代議員 357 人中、出席 355 人であった。（河村）  
 
19 山口県被害者支援連絡協議会第 16 回性犯罪被害分科会（10 月 29 日） 
 協議会幹事の所属機関より活動状況の報告後、性犯罪事件の発生状況と傾向、

子供・女性に対する犯罪への対応状況、警察県民課における被害者支援取組状

況が報告された。（事務局長） 
 
20 勤務医部会座談会（10 月 30 日） 
 医師不足、研修医の県内定着、勤務医の勤務環境、女性医師の環境整備等に

ついて討論した。（中村） 
 
21 山口県衛生検査所精度管理専門委員会 
(10 月 30 日） 
 衛生検査所の状況や平成 23 年度立入検査の改善報告等があった。（田中） 
 
22 岩国市医師会・玖珂郡医師会との懇談会 
（10 月 31 日） 
 次期保健医療計画、24 年度保険指導、診療報酬の改定と問題点、医療と介護

の連携、医師会病院勤務医の問題と開業医の高齢化に対する取り組み、医療廃



棄物においての行政との連携等について協議した。（河村） 
 
23 会員の入退会異動 
 入会 6 件、退会 4 件、異動 5 件。（11 月 1 日現在会員数：1 号 1,308 名、2 号

953 名、3 号 439 名、合計 2,700 名） 
 
医師国保理事会  第 12 回 
１ 全医連第 50 回全体協議会について 
（10 月 19 日） 
 代表者会では、平成 23 年度事業報告及び歳入歳出決算の承認や全体協議会の

運営等が協議された。続いて全体協議会では、代表者会の結果報告等があり承

認された。また、国庫補助金削減法案を撤回することなどを決議した。 
 日本医師会横倉義武会長の「日本医師会の医療政策について」と題した講演

とジャーナリスト鳥越俊太郎氏の「早期発見－「シグナル」を見逃すな！－」

と題した特別講演があった。（小田、沖中） 


